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関係市区町村長 殿

厚 生 労働 省 政 策 統 括 官

2025(令和7)年国民生活基礎調査 御協力のお願い

厚生労働省の各種統計調査の実施にあたりましては、かねてから御高配を

賜り、厚く御礼申し上げます。

さて、厚生労働省では、1986（昭和61）年以降、国民生活基礎調査を実施し

ており、本年も全国で5,530地区を無作為に抽出し、地区内の世帯を対象とし

て6月5日（木）に世帯票、健康票及び介護票の調査を、7月10日（木）に所

得票及び貯蓄票の調査を実施いたします。

つきましては、貴管轄区域内の調査の実施に際し、保健所又は福祉事務所か

ら下記の事項について御依頼させていただきますので、御協力を賜りますよう

よろしくお願いいたします。

記

保健所又は福祉事務所からの依頼事項

・調査員の推薦

・令和2年国勢調査区要図等の利用

・調査地区の各世帯に対する広報（ポスターの掲示、広報誌への掲載） 等

※ 調査の概要は、裏面を御参照ください。
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2025(令和7)年国民生活基礎調査の概要

4 調査の期日

（1）世帯票、健康票、介護票

2025(令和7)年6月5日（木）

（2）所得票、貯蓄票

2025(令和7)年7月10日（木）

1 調査の目的

保健、医療､福祉､年金､所得等国

民生活の基礎的事項を調査し､厚生労

働行政の企画及び立案に必要な基礎

資料を得るとともに､各種調査の調査

客体を抽出するための親標本を設定

することを目的とする。 5 調査の機関

（1）厚生労働省においては､政策統括官

が企画・立案を行う。

（2）世帯票､健康票及び介護票に係る調

査については､都道府県知事､保健所

を設置する市区の市区長及び保健所

長が、その管轄区域内の調査に関す

る事務を行う。

（3）所得票及び貯蓄票に係る調査につ

いては､都道府県知事､福祉事務所を

設置する市区町村の市区町村長及び

福祉事務所長が、その管轄区域内の

調査に関する事務を行う。

2調査票の種類恥祁f{A眺L
(')世帯票､健康票､介護票､-Ti
（2）所得票、貯蓄票

3 調査の対象及び客体

全国の世帯及び世帯員を対象とし、

世帯票及び健康票については､令和2

年国勢調査区の後置番号「1」及び

「8｣の地区から層化無作為抽出した

5,530地区内のすべての世帯及び世帯

員を、介護票については、2, 500地区

内の介護保険法に基づく要介護者及

び要支援者を調査客体とする。

また、所得票及び貯蓄票について

は、前記の5,530地区に設定された単

位区から層化無作為抽出した2, 000単

位区内のすべての世帯及び世帯員を

調査客体とする。

6 調査の方法

あらかじめ調査員が配布した調査票

に世帯員が自ら記入し､後日､調査員が

回収する方法、又は世帯の方が政府統

計共同利用システムのオンライン調査

システムにアクセスして回答する方法

によって実施する｡なお､貯蓄票につい

ては密封回収とし、健康票及び所得票

についてはやむを得ない場合のみ密封

回収とする。
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ご協力をお願いいたします。
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